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一
月
三
十
一
日
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
送
油
管
）
か
ら
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
大
量
流
出
事
故

は
、
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な
い
危
険
を
は
ら
み
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
県
民
に
大
き
な
不
安
と
恐
怖
を
与
え
、 

 

あ
ら
た
め
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
事
故
は
、
今
ま
で
も
た
び
た
び
起
き
て
お
り
、 

 

従
来
か
ら
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
今
回
の
事
故
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た
事
故
で
あ
る
。
従
っ
て
、
抜
本
的
に 

 

は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
全
面
撤
去
以
外
に
は
な
い
が
、
当
面
、
事
故
再
発
防
止
の
立
場
か
ら
次
の
諸
事
項
に
つ
い
て 

 

質
問
す
る
。 

三 

現
在
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
場
所
（
フ
ェ
ン
ス
内
外
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
、
及
び
米
軍
予
算
で
敷
設
し
た 

一 

こ
れ
ま
で
の
事
故
件
数
と
そ
の
概
要
及
び
日
本
側
の
被
害
額
を
示
せ
。 

二 

今
回
の
事
故
原
因
及
び
米
軍
の
対
応
に
つ
い
て
。 

米
軍
の
パ
イ
プ
ラ
イ
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関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

四 

米
軍
は
、
昭
和
四
十
九
年
沖
縄
に
設
置
し
て
い
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
総
点
検
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
〇
％
以 

 

上
腐
食
し
た
箇
所
五
ヵ
所
、
四
九
％
～
三
五
％
が
五
十
四
ヵ
所
、
三
五
％
以
下
が
四
百
四
十
四
ヵ
所
と
い
う
報 

 

告
が
な
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
に
五
〇
％
以
上
腐
食
し
た
五
ヵ
所
に
つ
い
て
は
取
り
替
え
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い 

る
が
事
実
か
。
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
の
調
査
か
ら
現
在
ま
で
す
で
に
十
五
年
も
経
過
し
て
お
り
、
当
時
以
上 

 

に
腐
食
は
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
米
軍
及
び
政
府
は
腐
食
度
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。
現
時
点
の
腐
食 

 

度
、
埋
設
の
深
さ
、
通
行
車
両
の
重
量
等
の
関
係
で
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
腐
食
度
五
〇
％
以
上 

 

の
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
早
急
に
改
修
を
要
求
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

五 

米
軍
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
管
理
の
ず
さ
ん
さ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
十
五
日
外
務
委
員
会
で
私 

が
指
摘
し
て
き
た
。
当
時
の
防
衛
施
設
庁
施
設
部
連
絡
調
整
官
は
、
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
に
つ
い
て
非
常 

 

に
関
心
を
持
ち
、
機
会
あ
る
ご
と
に
米
軍
に
安
全
確
保
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
日
本
政
府
の
予
算
で
敷
設
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
場
所
と
長
さ
、
時
期
を
示
せ
。 

四 

 



 

六 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
市
街
地
を
通
過
し
、
周
辺
に
は
数
多
く
の
住
宅
、
小
学
校
等
が
所
在
し
て
い
る
が
、 

 
 

 

フ
ェ
ン
ス
外
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
は
我
が
国
の
消
防
法
の
適
用
が
あ
る
の
か
。
消
防
法
の
適
用
が
な
い
の
で
あ 

れ
ば
消
防
法
に
か
わ
る
べ
き
米
側
の
法
律
が
あ
る
の
か
。
あ
る
な
ら
そ
の
内
容
を
示
し
、
我
が
国
の
法
律
と
の 

 

相
違
点
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

八 

宜
野
湾
市
、
浦
添
市
間
の
約
四
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
二
〇
～
二
八
）
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン 

七 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
故
が
起
き
た
際
、
日
本
政
府
の
予
算
で
敷
設
し
た
場
合
と
米
軍
予
算
で
敷
設
し
た
場
合
で 

責
任
者
は
異
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
す
べ
て
の
事
故
は
米
軍
が
責
任
を
負
う
の
か
。
日
本
政
府
に
責
任
が
あ
る 

 

と
す
る
な
ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
責
任
を
有
す
る
の
か
。
条
約
上
、
法
律
上
の
根
拠
を
示
せ
。 

今
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ど
の
よ
う
に
申
入
れ
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
外
務
省
淺
尾
北
米
局
長
は
、
「
合 

 
 

同
委
員
会
本
体
に
上
げ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
を
合
同
委
員
会
で
ど
う
い
う
論
議
を
し
た
の 

 
 

か
。 

五 

 



 

 

六 

は
、
米
軍
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
住
宅
過
密
地
域
を
縦
貫
し
、
敷
地
部
分
は
市
民
の
日
常
生
活
、
児
童 

 
 

生
徒
の
通
学
路
と
し
て
常
時
使
用
さ
れ
、
道
路
中
央
に
は
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
た
め
見
通
し
が
悪
く
、
交 

 

通
事
故
等
が
頻
発
し
て
お
り
、
極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
安
全
確
保
上
も
早
急
に
返
還
せ
し
め
る
べ
き
だ 

 

と
思
う
が
ど
う
か
。
そ
の
見
通
し
と
時
期
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。 

右
質
問
す
る
。 


